
必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

1 ○
服装造形 論
Ⅰ

1
・
通
年

120 4 ○ ○ ○

2 ○
服装造形 デ
ザインⅠ

1
・
通
年

120 4 ○ ○ ○

3 ○
服装造形 パ
ターンメーキ
ングⅠ

1
・
通
年

120 4 ○ ○ ○

4 ○
服 装 造 形
ソーイングⅠ

1
・
通
年

210 7 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（ファッション工科専門課程　インダストリアルマーチャンダイジング科）2024年度
1年次　ファッション工科基礎科

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

・衣服全般の基礎知識を習得する。（縫合
の基礎、作図基礎理論、体型観察）
・服作りの基礎となる服の構造、デザイン
表現、作図方法、素材の扱い方、縫製方法
を各アイテムにおいて習得する。
・バザー作品を通し、ボランティア精神の
育成と既製服としてのデザイン、縫製法、
検品、販売までの流れを学習する。
・ドレーピングの基礎知識を習得する。
（ボディについて、布の準備、基礎ドレー
ピング・マーキング・ドラフティング）

１基礎（一般知識・縫い方の基礎）
基礎縫いAミシン縫い・B手縫い
２体型研究
身頃原型・スカート原型（1/4・実物作
図）・トワル製作・試着補正・レポ―ト）
３スカートⅠ
デザイン・パターン・実物製作・レポート
４シャツブラウスⅠ
デザイン・パターン・実物製作・レポート
６子供服
デザイン・パターン・実物製作・レポート
７スカートⅡ
デザイン・パターン・実物製作・レポート
８ジャケットⅠ
デザイン・パターン・実物製作・レポート
９ワンピースドレスⅠ
デザイン・パターン・実物製作・レポート
10パンツⅠ
デザイン・パターン・実物製作・レポート
（生産管理概論実物製作）
11ドレーピング基礎（文化ボディ）
胸ぐせダーツのバリエーション（ショル
ダーダーツ）
12試験対策



5 ○
量 産 技 術 概
論・実習

アパレル製品の生産について関心を持た
せ、一品作りと量産の違いについて認識さ
せること目標とする。
実習として工業用ミシン・アイロンを主と
した生産機器の安全な使用方法を習得す
る。
生産指示書類の見方に関する講義や特殊機
器見学を行い工業生産に関する理解を深め
る。

1
・
通
年

30 1 ○ △ ○ ○

6 ○ 自由研究ⅠA

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

7 ○ 自由研究ⅠB

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

8 ○
ファッション
ビジネス概論

・ファッションビジネスの基礎知識の理解
・ファッション産業構造の把握と専門業務
の把握による職種選択のための対応

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

9 ○
ファッション
デザイン画Ⅰ

服の土台となる人体とポーズを理解し、身
体と衣服の関連性・服のデザインを描いて
表現する力を身につける。マーカーを中心
に、多様なアパレル素材の彩色方法を学
び、個々のデザイン性に合わせた表現方法
を育む。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

10 ○ クロッキー

様々なものの見方を通じ、ものを見て描く
事・表現につながる描写と楽しさを再認識
する事と合わせ、個性を伸ばす為の観察
力・デザインイメージを見る側に伝える基
本描写能力・表現能力の習得を目的とす
る。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

11 ○ 西洋服装史

古代から近世18世紀までは、その時代背景
を踏まえ美術史や映画によって服飾を解説
していく。19世紀近代以降は、パリオート
クチュール・ビジネスが確立し、ファッ
ションが産業化していく過程を解説する。
20世紀以降、デザイナーの時代が始まり、
合わせてデザイン史、音楽史、映画史など
にも触れながら、多方面からファッション
史の理解を深める。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

・レギュラー授業で不足していることを講
義等で補う
・川上産業である産地見学を行うことでテ
キスタイルについての造形を深め各自の作
品作りに生かす。
・上級見学を行い各自の進路について考え
る。
・服装造形の全ての細目において、各自興
味を持ったテーマについて研究する。
・各自の目標に合わせ既習細目におけるレ
ベルの向上をはかる。
・個々の能力に合わせて知識・技術を応用
発展させ、各自の専門性を追及する。
・発表会（展示会）を行うことにより、プ
レゼンテーション能力を養う。



12 ○
服飾デザイン
論Ⅰ

服飾デザインにおける色彩、形態、コンポ
ジションについての講義及び演習を通して
基礎的な知識と技術を身につけ、創造力、
分析力を養うことを目標とする。
レベル設定：色彩の基礎知識や配色の基
礎、形態の構成要素やデザイン展開、コン
ポジションのセオリーについて理解し、そ
れぞれのテーマに沿ったビジュアル表現が
できる力を有する。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

13 ○
アパレル素材
論Ⅰ

アパレル製品や各自制作物の素材に関心を
持たせることを目標とし、アパレル（衣
服）の構成要素である繊維、糸、布地の種
類や特徴についての基礎的知識を習得させ
る。さらに代表的な綿、毛、絹織物の種類
に関して、教材（テキスタイルファブリッ
ク）を活用しながら、糸の構造や織物組織
などの特徴に着目させ理解を図る。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

14 ○ 服飾手芸Ⅰ

服飾手芸全般における基礎知識を学び、そ
れぞれの技術を基にして服飾造形及び服飾
小物などに応用発展できるようにする。ま
た、素材・テクニック・造形・色の組み合
わせのバランス感覚を習得し、クリエイ
ティブかつオリジナルな創作力を身につけ
ることを目標とする。

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

15 ○ 服装解剖学Ⅰ

解剖学的な人体の構造を衣服パターンと関
連づけながら理解させ、美的で機能的な衣
服製作に必要な人体に関する基礎知識を学
習させる。人体を外観から観察し、形態や
プロポーションを認識する方法を学ばせ
る。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

16 ○ 英会話

日常生活またはファッションに関係する事
例からトピックを選び、それに関連した英
語表現を学ぶ。
文法事項の復習と補充、ロール・プレイを
通した会話練習、聞き取り、英作文などを
組み込んだ構成とする。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

17 ○
キャリア開発
Ⅰ

チーム作業、ポートフォリオ作成を通し
て、仕事の流れや職種の理解、組織活動へ
の意識を深め、「仕事」「働く」という観
点からの自身の今後のキャリア(将来)、今
後学ぶべきことを考える。
また、グループ、個人のポートフォリオの
作成、毎回のプレゼンテーションを通し
て、プレゼンテーションの基本やポート
フォリオの作り方を理解する。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○ ○

18 ○ 特別講義Ⅰ

・ファッション業界の各分野において幅広
い知識・技術を修得すると共に、各自の専
門性を考える動機付けを目標とする。
・レギュラー授業で包括できない部分の専
門関連分野の知識を習得する。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○



19 ○
コラボレー
ションa

・1年次では、産業とのかかわりを持つこと
により、企業とその実務を知るきっかけを
つくり、課外活動（コンテスト活動など）
への積極的参加を推進することを目標とす
る。
・個々の能力に合わせて各自の専門性を追
及する。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

20 ○
プレゼンテー
ションデザイ
ン演習

服装造形の課題を使用してプレゼンテー
ション資料を制作。その過程を通してプレ
ゼンテーション資料の効果的なデザイン、
情報整理など制作、実際のプレゼンテー
ションに必要な技術、考え方を演習を交え
ながら学ぶ。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○ ○

18科目

21 ○
マーチャンダ
イジング論Ⅰ

MDの成り立ちから事業としての理解度を高
め実社会での活動に活かせる様にする。ま
た、運営に必要な情報
を収集出来るかも今後の社会では必要であ
る為、ゲスト登壇やファッションメディア
も教育課題にする。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○ ○

22 ○
アパレル造形
論Ⅰ

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

23 ○
アパレル造形
演習 デザイ
ンⅠ

2
・
通
年

120 4 △ ○ ○ ○

24 ○
アパレル造形
演習　実技Ⅰ

2
・
通
年

180 6 △ ○ ○ ○

学年合計 1,110単位時間（37単位）

商品としての服作りを意識し、シーズンご
とのコンセプトやターゲットをもとに作品
を制作する。人体の構造や運動機能を視野
に入れ平面裁断、立体裁断のテクニックを
習得し、デザイン発想力と表現力を養う。
１、シーズン表現Ⅰ　一重仕立てのアウ
ターとボトムをコーディネートで制作
作図理論解説（３種）、作品テーマの設
定、コンセプトマップ作製、デザイン発想
指導、パターン作製指導、縫製指導、部分
縫い指導（２種）、レポート作成
２、立体裁断Ⅰ　タイトスカート、セミフ
レアースカート。フレアースカート、ショ
ルダーダーツ、ウエストダーツ、胸ぐせの
バリエーション
３、シーズン表現Ⅱ　ウールを使用したア
ウターとボトムをコーディネートで制作
作図理論解説（３種）、作品テーマの設
定、コンセプトマップ作製、デザイン発想
指導、パターン作製指導、縫製指導、部分
縫い指導（２種）、レポート作成
４、立体裁断Ⅱ　シャツカラーのブラウ
ス、スタンドカラー、フラットカラー
５、シーズン表現Ⅲ　（修了制作）
作図理論解説（２種）、作品テーマの設
定、コンセプトマップ作製、デザイン発想
指導、パターン作製指導、縫製指導、部分
縫い指導（２種）、レポート作成



25 ○ 生産管理概論

アパレル産業の生産プロセスを、縫製工場
とアパレルメーカーの双方から捉え、工業
生産についての理解を深めることを目標と
する。また、縫製仕様書や加工・裁断・芯
貼り指図書や工程分析表などの作成を通し
て、生産情報の伝達・管理手法や量産的な
考え方を学習し、基礎レベルの習得を目指
す。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

26 ○ 自由研究Ⅱa

2
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

27 ○ 自由研究Ⅱb

2
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

28 ○
ファッション
マーケティン
グⅠ

社会においてファッションがどのような位
置付けにあり、それぞれがどのように作用
し合っているかを、時事ネタなどを引用し
て解説。ファッション業界で働く上で必要
な「俯瞰して物事を捉える視点」を養って
いく。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

29 ○
ビ ジ ュ ア ル
マーチャンダ
イジング

ＶＭＤ全般（概略、基礎的な技術など）通
年を通して講義・演習を交えながら行う。
ＶＭＤの役割を知ることは、関係性のある
様々な人たちからの情報と共に、より良い
売り方政策に繋がること、またこれまでの
VMDから近年変化のある売場つくりの重要性
も知ってもらうことを目的とする。VMDは繋
ぐ役目があるため、コミュニケーション力
の向上も合わせて伝えていくプランにして
います。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

30 ○ 色彩計画Ⅰ

1年次『服飾デザイン論』で習得した色彩の
基礎を発展的に学習する。
配色やイメージ表現などの基本的な色彩ス
キルをトレーニングしたのち、コンセプト
策定からプレゼンテーションまでの色彩計
画の考え方を演習を通して学習する。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○ ○

31 ○
セールスワー
クⅠ

・販売員としての基本マナーや立ち居振る
舞いを身に付ける
・接客販売の基本の流れを理解し、接客の
楽しさ、難しさをロールプレイングを通し
て学ぶ
・販売員の重要性、必要性を理解する

3
・
前
期

30 1 △ ○ ○ ○

32 ○
ファッション
デザイン画Ⅱ

ブランド構成に必要な着装表現と製品図を
相手に伝わるように描く技術を養う。
個々のレベルに合わせた指導を行い、個性
を伸ばしつつ、目的に合ったファッション
デザイン画の指導を行う。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

アパレル造形のカリキュラムを応用発展さ
せ、カリキュラムの特色を生かしたコンセ
プトの設定や発表の
を行う。



33 ○
アパレル素材
論Ⅱ

アパレル素材論Ⅰで学んだ基礎知識をもと
に、講義・演習を通し、素材特性を最大限
に引き出したより完成度の高いアパレル製
品、パターンをつくる力や知識を身につけ
る事を目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

34 ○
アパレル品質
論

テキスタイルやアパレルの品質評価試験、
品質基準、洗濯などの取り扱い方法や製品
の品質表示、関連する法規制や規格等につ
いて講義、演習、実習を通して学び、法律
や規格を遵守した上で、実用性能、要求品
質を満たしたアパレルの企画、製造、販売
ができることを目的とする。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

35 ○
コーディネー
ト論

ファッションコーディネートに必要な基本
知識と技術を習得することを目標とする
コーディネートを論理的に捉えることで感
性の理論化を目指す

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

36 ○
インターネッ
トビジネスⅠ

ECサイトの基本的な仕組みを理解し、その
重要性を理解する

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○ ○

37 ○ デザイン文化

複雑な成立過程を孕むようになった近代の
西洋美術作品から、デザイン、現代アート
について解説。単純に作品を紹介するので
はなく、なぜそれらの傑作が生まれたの
か、芸術家がどういう意図で作品制作を
行ったのかを考察することでクリエイショ
ンの方法論を探り、発想の引き出しを増や
すことにつなげる。また、それらの知識に
基づいた実践演習も織り交ぜる。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○ ○

38 ○ 英会話Ⅰ

英語の基礎文法の復習に加え、グループ、
ペア・ワークを通し英語運用能力を高め
る。自分の考えをシンプルに伝えることが
できるようになることを目標に据える。加
えて適宜ファッション関連のトピックなど
も導入する。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

39 ○
グラフィック
ワークⅠ

IllustratorやPhotoshopの基本操作をメイ
ンに、デザインソフトの使用法の応用。実
際にアパレルやデザインの現場で求められ
る入稿方法やデザイン知識を身につける。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

40 ○
キャリア開発
Ⅱ

●志望する就職先に内定するために必要な
「総合的就職力」を養う
・企業職種研究を通して、仕事の面白さを
考え、希望する企業や職種がイメージでき
るようになる
・面接練習などを通してプレゼンテーショ
ン能力が高まる
・筆記試験
●育成プロセスとして、単なるやり方を伝
えるだけでなく、意識させ、繰り返してで
きるようになるまで行う

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○ ○



41 ○ 特別講義Ⅱ

アパレル産業の現状を主に卒業生から企業
目線や実体験のアドバイス、さらに科の特
色に沿った知識として講義、実習をうけ
る。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

42 ○ 校外研修Ⅱ

日本の伝統文化に触れる機会を持ち、感性
を高める。
また、アパレル企業や工場を見学し、新し
い技術や長年培われた地場産業の技術を学
ぶ。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

43 ○
企業・学内研
修 a

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○ ○ ○

44 ○
企業・学内研
修 b

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○ ○ ○

45 ○
コ ラ ボ レ ー
ションｂ

科の特色の科目や特別講義で習得した知識
を活用し、外部講師、企業とのコラボレー
ション活動をグループで参加する。

2
・
通
年

30 1 ○ ○ ○ ○

23科目

46 ○
マーチャンダ
イジング論Ⅱ

前年の「MD論Ⅰ」内容を踏まえて、各種の
MD類型に合わせて商品構成を組み、PDCAサ
イクルを回しながら
チーム成果に貢献できるMDの育成を目指
す。また、MD以外の職種に就く学生にも、
ブランド運営におけるMDの役割を理解し、
各々が役割を果たすことで顧客支持が得ら
れることを理解できるようにする。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○ ○

47 ○
マーチャンダ
イジング演習
企画

前期の企業との取り組み企画、後期の卒業
制作に合わせて、それぞれをマーチャンダ
イジングの側面から支えるべく、「知識の
整理⇒各項目仮説設定⇒点検⇒アウトプッ
ト⇒点検⇒修正⇒プレゼン」という企画フ
ロー繰り返す。これはMDのPDCAサイクルと
同様であり、卒業後の各種業務にも活用で
きるレベルを目指す。

3
・
通
年

90 3 ○ ○ ○

48 ○
アパレル造形
論Ⅱ

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

49 ○
アパレル造形
演習 デザイ
ンⅡ

3
・
通
年

120 4 △ ○ ○ ○

50 ○
アパレル造形
演習　実技Ⅱ

3
・
通
年

180 6 △ ○ ○ ○

アパレル業界の現場・現状を把握させるた
めにアパレル企業で実際に研修を受けるこ
とで学校教育では体験出来ない実学を学
ぶ。
また、企業研修に参加しない学生は学内研
修を受講し、日常で学べない知識を得る。

1,170単位時間（39単位）

各自コンセプトに基づいたクリエーション
性の高いデザインの表現力を向上させる。

１、プライベートブランドⅠ
カジレーネ株式会社とのコラボレーション
デザイン・パターン・実物１stサンプル製
作・プレゼンテーション

２、プライベートブランドⅡ
デザイン・パターン・実物製作・プレゼン
テーション

学科合計



51 ○ 生産企画

アパレル管理業務をシミュレーション形式
で行い、グループワークにてケーススタ
ディを通じ、アパレル生産管理業務を体得
しMDとしての実務を理解する。最終的にク
ライアントに向けたプレゼンテーションを
行い、訴求力と論理的な思考を形成する。

3
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

52 ○
アパレル造形
演習 カット
＆ソー

丸編みジャ ージーのデザイン知識 パタ ー
ン作図、裁断、各種ミシン縫製仕様の実習
取得。
Tシャツデザインの屈礎知識と商品仕上げま
での指導。

3
・
前
期

30 1 ○ ○ ○ ○

53 ○
ＣＡＤパター
ンメーキング

①各自実物制作しているアイテムの実物パ
ターンをスキャナで取り込み、整合性のと
れたCADパターンに仕上げる。
②縫製仕様書作成の際に必要なデータ作
成、修正が行えるレベル。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

54 ○
ファッション
マーケティン
グⅡ

KAJIF企画の商品企画と連動し、マーケティ
ング・ブランディング・商品開発・販売戦
略までを講義と
グループワークで実践し、今後の商品開発
に活かせるような人材を育てたい。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○ ○

55 ○
セールスワー
クⅡ

・販売員の重要性、必要性を理解する
・接客販売の流れとそのポイントを理解す
る
・販売としての基本的な立ち居振る舞い、
また接客の楽しさ、難しさをロールプレイ
ングを通して学ぶ

3
・
前
期

30 1 △ ○ ○ ○

56 ○
インターネッ
トビジネスⅡ

ECサイトの基本的な仕組みを理解し、その
重要性を理解する

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

57 ○
グラフィック
ワークⅡ

ファッション産業におけるグラフィックの
役割と有効性を理解し、ファッション表現
のツールとしてパーソナルコンピュータ及
び、グラフィックソフトを使う能力を身に
着けると同時に、各自の企画デザイン力及
びプレゼンテーション能力の習得、向上を
目標とする。ブランド企画に基づいた、ロ
ゴ及びブランディングツール製作を通して
グラフィックによるファッションブラン
ディングの意識を養う。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

58 ○ 特別講義Ⅲ
レギュラー授業には含まれない関連分野の
専門知識を習得する。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

59 ○
コ ラ ボ レ ー
ションｃ

企業とのコラボレーションを通して、各自
コンセプトに基づいたクリエーション性の
高いデザインの表現力を向上させる。

3
・
通
年

30 1 ○ ○ ○ ○



60 ○
卒業研究・創
作

・マーチャンダイジング計画（ブランド設
定からプレゼンテーションまで）
・ブランド商品の開発（デザイン開発及び
製品製作）

3
・
後
期

120 4 ○ ○ ○

14科目

60科目

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件：

履修方法：
単位の取得、出欠席状況、課題提出・試験などにより評価をうけ修了する
こと

卒業要件及び履修方法 授業期間等

最終学年の修了、卒業必須単位数の取得 １学年の学期区分 2

１学期の授業期間 15

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合については、
主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

学科合計

総合計

1,020単位時間（34単位）

3,300単位時間（110単位）
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